








ル・ベーズの研究者としても知られ、主な著作として Tadataka Maruyama, The 
Ecclesiology of Theodore Beza: The Reform of the True Church (Geneva: 
Droz, 1978) がある。その他、出村彰編『宗教改革著作集 — カルヴァンとその周辺』












































































































(unio cum Christo) という概念の再検討は特筆に値する。「結合」とは信仰者がキ
リストの神の子性に与るなか、三位一体の交わりにも加えられていくというカルヴ
ァンの多用した救済論中の概念である。この概念の再検討によって、神の家族的な















のカルケドン理解の新解釈を提案している（例えば，A. Kerrigan, D. Fairbairn, 
D. Trakatellis, P. Gavrilyuk など）。現時点において議論はまだ結論に至っていな
いが、定説が覆る可能性も想定される。このような現状を鑑みる時、仮に通説が覆
った場合にカルヴァンの教会論が有効性を失ってしまう可能性も否定できなくは
ない。ゆえにカルケドンの枠組みに加えて、（カルヴァン自身がこだわりを見せた）
聖書主義に徹した論考の補強は必要である。今後の研究課題として指摘しておく。
　第三は要望である。前項で記したように、本著作はカルヴァン研究における重要
な貢献を含んでいるので、著者には本著作の英訳をもって世界のカルヴァン学界に
一石を投じてほしいと願う。
　カルヴァン神学には難解とのイメージが付きまとう。たとえ大枠は理解できても、
内容が重層的で、同じ神学概念にも二段構えの使用があり、そこに実践も統合され
ていくので単純には読み解けない。しかし著者はカルヴァンとの対話ともいうべき
徹底した資料の読み解きを通して思想の枠組みを整理し、また歴史・文化の背景に
も注視しながら教会論を明快に提示している。
　特に印象深いのは、改革派の枠組みをも超え、さながら荒野の声となって、神の
言葉に生かされる教会の形を示した教会人カルヴァンの姿であった。そのように宗
教改革教会論を提示した本書の試みは最終的に成功したと言ってよい。この判断は、
カルヴァン後の歴史もまた証明している。彼の預言的使信が、まるでバトンのよう
にフランス、オランダ、英国、スコットランドの教会へと渡され、その後も世界に
向けて時代を超えた教会の形を示し続けていったことは周知の通りである。
　著者は若き日に博士論文でカルヴァンの後継者ベーズの教会論を扱った。同論文
は、「ベーズ教会論は、教理と秩序 (order) におけるまことの教会の改革を、キリ
ストの王国の実現と同一視した」と結論づけている。本書の試みの発端は、そのベ
ーズ教会論の源流を探る改革の形の探求にあったようにもみえる。バトンがどのよ
うに受け渡されたのかを確認したい。そんな教会論的ルーツを探る旅が、最終的に
は全ヨーロッパ、そして後の時代に教会論を語る預言者の提示にまで発展していく
こととなった。評者には、そのように思われてならない。
